
担当課室 生涯スポーツ課

34.9 41.9

22年度

予算額(補正後）

上位政策

生涯スポーツ課長
坂元譲次

45.7 47.6

生涯スポーツ社会の実現

関係する計
画、通知等

スポーツ振興法第３条
国は、（省略）ひろく国民があらゆる機会とあらゆる場所において
自主的にその適正及び健康状態に応じてスポーツをすることがで
きるような諸条件の整備に努めなければならない。

スポーツ振興基本計画
（平成１２年９月１３日策定、平成１８年９月２１日改定）

○委託契約数　９団体
○推進委員会　３１回
○部会　３８回
○基礎講習　１６回
○テーマ講習　５３回

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

地域スポーツ指導者育成推進事業

スポーツ・青少年局

一般会計

担当部局庁

会計区分

　事業の進捗状況や実施内容の適切性等については、各委託先担当者が集まる事業報告会の開催や文部科学省担
当者による事業の視察等により、定期的に把握している。
　また、委託事業完了報告書に添付される証拠書類（収支簿、見積書、納品書、請求書等）を検査することにより、事業
の経費について適切な執行がなされているか確認を行った上で委託額の確定を行っている。

総事業費(執行ベース) 41.9

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

062.0

19年度 20年度 21年度

34.9

23年度要求
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握水準・
状況

見直しの
余地

１．事業評価の観点 ：   この事業は、生涯スポーツ社会の実現に向けて、地域における優れたスポーツ指導者の人材育成を目的
とした事業であり、今後の事業の在り方という観点から検証を行っている。

２．所　　　　　見 ： ①平成２０年度から事業を開始しており、平成２２年度末までに当初の目的が達成されることが見込まれること
を踏まえ、廃止すべきである。
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【関係する計画等の詳細】
○ＩＮＤＥＸ２００９
（地域密着型の拠点づくりを推進）
　老若男女、障がいの有無にかかわらず、誰もがスポーツに取り組めるよう、生涯スポーツの拠点として、地域に根ざしたクラブス
ポーツの確立や、学校施設等の複合利用の推進が不可欠です。住民による自主的・自発的な運営、企業との連携、行政の支援
を一本化し、生活に身近な地域におけるスポーツ活動の核を育てることが必要です。ウォーキング、グラウンドゴルフ、ゲートボー
ル、体操など、誰でも取り組みやすい身近な活動や、スポーツを通じての地域コミュニティ活性化を目指し、地域密着型クラブス
ポーツを振興します。
○スポーツ振興基本計画（平成１８年９月２１日改定）
２．生涯スポーツ社会の実現に向けた、地域におけるスポーツ環境の整備充実方策
　誰もがスポーツに親しむことのできる生涯スポーツ社会を２１世紀の早期に実現するため、国民が日常的にスポーツを行う場と
して期待される総合型地域スポーツクラブの全国展開を最重点施策として計画的に推進し、できる限り早期に成人の週１回以上
の週１回以上のスポーツ実施率を５０パーセントとする。

　平成２０年度の執行実績を踏まえ、平成２１年度の予算を縮減している。（平成２２年度は統一謝金単価の改定に伴
い微増）
　また、平成２２年度で事業開始から３年を経過するため、今後の事業の在り方について検討を行うこととしている。

執行額

事業番号 0354

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成２０年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

地域住民が優れた指導者からスポーツ指導を受けられる仕組みづくりについては、まだ十分ではなく、課題解決のた
め、地域の実態や住民のニーズに応じた地域における生涯スポーツに関する指導ができる人材を育成するための研
修プログラムを開発し、その普及を図る。

執行率 56.3 91.7

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

○スポーツ指導者育成推進委員会の開催等（指導者の資質を高める研修プログラムの作成・指導者を発掘する仕組
みの構築・指導者へのニーズを把握する調査及びヒアリング）
○プログラム開発のための試行研修会の開催（作成したプログラムの試行研修会・プログラムの改善）



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

文部科学省
４１．９百万円

Ａ．富山県教育委員会
３．９百万円

【公募・委託】

職員旅費　　０．５百万円　を含む
庁費　　　　   ０．１百万円

スポーツ指導者育成推進委員会の開催　　プログラム開発のための研修会等

地域の実態や住民のニーズに応じた地域における生涯スポーツに関する指導が
できる人材を育成するための研修プログラムを開発し、その普及を図る。

Ｂ．総合型地域スポーツクラブ等
（全８団体）　３７．４百万円

Ｃ．（財）富山県体育協会
２百万円

【再委託】

指導者養成講習会の開催等



使　途
金 額

(百万円）

A.富山県教育委員会 E.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

0計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 2.0 計

その他 講習会保険料等 0.1

消耗品費 事務用品費 0.1

旅費 指導者育成講習会出席旅費等

借損料 講習会会場使用料 0.1

0.3

諸謝金 実践講習協力謝金等 0.5

使　途
金 額

(百万円）

賃金 事務局員賃金 0.9

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

C.（財）富山県体育協会 G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

計 4.9

その他 会議会場借損料等 0.1

消耗品費 事務消耗品等 0.1

旅費 会議出席旅費・講習会出席旅費 0.1

雑役務 印刷等の軽微な請負業務 0.8

諸謝金 会議出席謝金・講習会謝金等 1.0

賃金 事務補助者賃金等 2.8

Ｂ.ＮＰＯ法人　ＦＣゴール F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

通信運搬費 会議開催案内等

0計 3.9 計

0.1その他 会議会場借損料等

借損料 講習会会場借料等 0.2

0.1

賃金 非常勤職員賃金 0.3

旅費 会議出席旅費等 0.3

再委託費 （財）富山県体育協会 2.0

消耗品費 事務用品費等 0.2

諸謝金 会議出席謝金等 0.7



B： スポーツ指導者育成推進委員会の開催等（再委託無し）

支出先 支出額（百万円）

1 NPO法人　FCゴール 4.9

2 NPO法人　習志野スポーツ文化協議会 4.9

3 NPO法人　クラブパレット 4.8

4 NPO法人　スポーツクラブ２１はりま 4.8

5 財団法人徳島県スポーツ振興財団 4.8

6 NPO法人　ニッポンランナーズ 4.8

7 NPO法人　スポーツ・サンクチュアリ・川口 4.8

8 財団法人滋賀県体育協会 3.6

37.4

「複数支出先ブロック」の支出先一覧（上位10機関）

合　計
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